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内
訳

現斎場は開設後40年余りが経過し、老朽化が進んでいる。また近年、火葬需要の増加や葬儀形態の多様化などから変
化しつつあることなどから、ニーズの多様化に対応しうる効率的な施設機能を有し、安全かつ適正な運営を維持できる施
設への建替えを行う。

市営斎場建替事業、及び市営斎場建替関連事業のいずれの事業も、平成28年度までには全て完成する予定となってい
る。よって、この年度目標を達成するため、各年度ごとに計画された事業を着実に実施し、完了させていく。
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市営斎場建替え及び周辺環境対策事業の実施。
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国定公園内にある施設として周辺環境に調和した景観とすると共に、火葬時間の短縮や排ガス処理対策など性能の向
上を図り、施設のバリアフリー化や耐震化を図る。
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直営 平成14年度 墓地・埋葬等に関する法律/都市計画法

河内長野市民および斎場の使用許可を受けた者（利用者）

平成26年度に斎場南側法面の敷地造成工事、及び斎場本体と火葬炉設備の実施設計を行う。平成27年度以降は斎場
本体工事、及び火葬炉設備設置工事に着手し、最終的に平成28年10月の新斎場開業をめざす。
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事業：市営斎場建替事業                                

市営斎場建替事業を推進するにあたり、平成 25 年度では斎場本体の建設用地を確保するため、用地造成工事を

実施するとともに、効率的で安全安心な施設とするため火葬炉設備の発注仕様書作成等を行った。 

また地域との協議事項に基づき、周辺環境対策事業を実施した。 

 

細事業：市営斎場建替事業                            

１．市営斎場用地造成関連 

斎場建設用地の確保のため、斎場敷地斜面を掘削し、用地を拡張したうえ、斜面に大型ブロックを積み上げ、 

擁壁を建設した。本工事の実施にあたっては事前に敷地の土壌調査を実施し、搬出土の安全性を確認した。 

  

主な工事・委託業務 

工事・業務名 金 額 概  要 

市営斎場用地造成工事（その２） 123,613,350円 
切土工、法面工、大型ブロック積工、 

排水工、土留工、付帯工 一式 

市営斎場敷地内土壌調査業務 260,400円 斎場敷地内の土壌の調査業務 

市営斎場造成工作物等申請業務 1,995,000円 斎場造成工作物の設計及び申請業務 

 

２．市営斎場火葬炉検討・審査業務 

平成 26 年度以降で予定されている火葬炉設備設置工事の実施に向けて、火葬炉の発注仕様書を作成し、当

市に登録されている火葬炉メーカーの中で、当市の要求水準を満たす技術、実績を有したメーカーについて検

討審査を行った。 

上記業務に関しては、市規程を定めたうえで、市職員で構成される火葬炉検討委員会、審査委員会を設置し、 

当該委員会での協議により行った。また当該委員会の運営に関しては、専門のコンサルタント業者にその支援

を業務委託した。 

 

主な委託業務 

業務名 金 額（円） 概  要 

火葬炉設備選定支援業務 1,417,500円 仕様書作成、委員会資料の作成等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営斎場 大型ブロック積擁壁の写真（平成 26 年 6 月撮影） 

 


